
 

ワクチン接種後の副反応への対応(参考) 
 

 

 

１．症状および主な対処                    
 

①注射した部分の痛み,痒み,発赤,熱感,腫れ → 保冷剤などで冷やす               

②寒気 → 全身を保温・温かい飲み物を摂る                                                              

③発熱 → 経口補水液を時間をかけて少しずつ摂る 

わきの下・股のつけ根を保冷剤などで冷やす 

ゆっくり休む 

 

                              

           

 

 

 

２．医療機関を受診すべき場合 

・接種後 2日以内でも症状が重い場合・発熱が 3日以上続く場合 

・接種した部分の痛み・腫れなど３日以上続く場合  

・咳,喉の痛み,味覚臭覚の異常,息切れの症状がある場合 
 

 

３．受診を迷う場合の相談 

・栃木県 受診･ワクチン相談センター 

℡ 0570-052-092 
 

白鷗大学 健康管理室  

 ・解熱鎮痛剤の服用（症状出現後）  

ただし治療中の持病や服用中の薬がある人は，主治医や 

薬剤師に相談してから服用すること。 

 


